
詳細は、Ｄ．Ｉ．欄又は製品添付文書等をご参照ください。

〔注意〕
　●経口投与しないこと。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　［要約］

外用殺菌消毒剤

単包装の消毒剤含浸綿棒シリーズ

2 0 1 3年 1 1月作成

滅菌製剤

13.11.20 K

http://www.kenei-pharm.com/

1 . 調製の手間や鑷子等の準備が不要で、業務の省力化が可能です。
2 . 微生物汚染の心配がなく、衛生的です。
3 . 開封後直ちに使用でき、在宅医療等にも適しています。
4 . フィルムの開封や薬液の塗布が容易で、使用性に優れています。

滅菌済・単包装の消毒剤含浸綿棒製剤なので、

ZALKONIN    0.025% COTTON  SWAB  12Ｒ

ZALKONIN    0.025% COTTON  SWAB  16Ｒ0.0 2 5 ％ベンザルコニウム塩化物液含浸綿棒

薬価基準未収載



ベンザルコニウム塩化物は、グラム陽性菌、グラム陰性菌等に対し、広範囲に抗微生物スペクトルを有する
第四級アンモニウム塩系の殺菌消毒剤で、その 0.0 2 5 w/v％液を含浸させた綿棒は、院内において粘膜や
創傷部位の消毒等に広く用いられています。
しかし、院内で調製する際には、消毒剤・滅菌綿球・滅菌綿棒の準備、万能壺・鑷子の洗浄・滅菌等の手間
や経費がかかり、また、調製後は微生物汚染に十分に注意し、使用期限を管理する必要があります。
ザルコニン 0.0 2 5 ％綿棒 12・16は、0.0 2 5 w/v％ベンザルコニウム塩化物液を、それぞれ直径（脱脂綿
部）12 ｍｍ又は16 ｍｍの綿棒に含浸させ、蒸気滅菌した単包装の綿棒製剤なので、調製の手間を省き、簡
単かつ衛生的に使用できます。

特性

開封の方法

ザルコニン 0.0 2 5 ％綿棒 12・16には、様々な工夫が施されています……

持手タブ 太い軸 毛羽立ちの
少ない脱脂綿

フィルムの開封を容易に
するため、開封口には持
手タブを設けています。

適度な柔軟性のある太軸
の綿棒を用いています。

厚みのある
トレー

消毒部位の繊維残留を抑え
るため、毛羽立ちの少ない
脱脂綿を用いています。

脱脂綿部の型崩れを防ぐ
ため、厚みのあるトレー
を用いています。

トレー 1本をミシン目より切りはなします。
タブを持ち、フィルムをはぎ取ります。

トレー 2本分のタブを持ち、フィルムをま
とめてはぎ取ります。

　　消毒剤・滅菌綿球・滅菌綿棒の準
備、万能壺・鑷子の洗浄・滅菌等が不
要なので、業務の省力化が可能です。

　　開封前の無菌を保証した滅菌製剤
なので、微生物汚染による感染の心配
がありません。

　　単包装の使い切りなので、消毒剤
や綿球・綿棒の継ぎ足し等の不衛生な
使用を防止し、衛生的に使用すること
ができます。また、調製後の使用期限
等の管理も不要です。

　　開封後直ちに使用することができ
ます。また、携帯にも便利で、いつで
も、どこでも手軽に使用でき、往診、
訪問看護や在宅医療にも適しています。

　　使い残しがなく、消毒剤や綿球・
綿棒の無駄な消費をなくすことができ
ます。
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44 55

33業務の省力化 滅菌済 衛生的

簡単 経済的

● 1本ずつ開封する場合 ● 2本まとめて開封する場合

外用殺菌消毒剤

ZALKONIN    0.025% COTTON  SWAB  12Ｒ 

ZALKONIN    0.025% COTTON  SWAB  16Ｒ



効能・効果、用法・用量

包装

組成・性状

ザルコニン 0.0 2 5 ％綿棒 12：# 12 綿棒× 1本× 56（ 2 連× 28 ）
ザルコニン 0.0 2 5 ％綿棒 16：# 16 綿棒× 1本× 56（ 2 連× 28 ）

皮膚消毒効果
各種細菌で汚染させた皮膚に対するザルコニン0.025％綿棒12・16の消毒効果について試験した結果、滅菌精製水含
浸綿棒による平均減菌率は50 ～ 80％程度であったのに対し、ザルコニン0.025％綿棒12・16はいずれの細菌に対し
ても、90％以上の平均減菌率を示し、優れた消毒効果が確認されました 1）。

〈方法〉
両前腕内側部を被験部位とし、滅菌し

たステンレス製円筒内に供試菌液を塗

布した。乾燥後、ザルコニン0.025％

綿棒12･16と、滅菌精製水を含浸させ

た綿棒を用いて15秒間清拭塗布し、塗

布後の生残菌数を求め、被験者 6名の

平均減菌率を用いて評価した。

ザルコニン0.025％綿棒12

ザルコニン0.025％綿棒16

滅菌精製水含浸綿棒
（#12綿棒1本あたり滅菌精製水1.5ｍL含浸）

滅菌精製水含浸綿棒
（#16綿棒1本あたり滅菌精製水4.6ｍL含浸）

Staphylococcus
aureus

 IFO  12732

Escherichia
coli

 IFO  3806

Pseudomonas
aeruginosa
 IFO  13275

Serratia
marcescens
IFO  12648

mean±S.D.（n=6）

 ●健栄製薬株式会社　社内資料：ザルコニン 0.0 2 5 ％綿棒の皮膚消毒効果について
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綿棒の大きさ（実物大）

【ザルコニン 0.0 2 5 ％綿棒 12 】

【ザルコニン 0.0 2 5 ％綿棒 16 】

性状

組成

ザルコニン 0.0 2 5 ％綿棒 12 ザルコニン 0.0 2 5 ％綿棒 16
綿棒 1本あたり
0.025w/v％ベンザルコニウム塩化物液1.5mL含浸

綿棒 1本あたり
0.025w/v％ベンザルコニウム塩化物液4.6mL含浸

脱脂綿部は白色でほぼ楕円球状の固体である。
本品の絞り液は無色～微黄色のわずかに混濁した液である。滅菌製剤である。

約154mm

約16mm

約32mm

約121mm

約12mm

約19mm

手術部位（手術野）の粘膜の消毒、皮膚・粘膜の創傷部位の消毒 本剤をそのまま用いる。
用法・用量効能・効果

（＝NBRC  12732） （＝NBRC  3806） （＝NBRC  12648） （＝NBRC  13275）



DRUG  INFORMATION

　〈注　　意〉
　(1）開封時及び開封後は、微生物による汚染に注意すること。脱脂綿部に指が触れないよう注意すること。
　(2）開封後は速やかに使用すること。

　〈安定性試験〉4）
　最終包装製品を用いた加速試験（ 40 ℃、75 ％RH、6ヶ月）の結果、通常の市場流通下において 3年間安定であることが推測さ
　れた。

　〈貯　　法〉気密容器・室温保存
　〈使用期限〉容器等に表示

# 12 綿棒× 1本× 56 （ 2 連× 28 ） # 16 綿棒× 1本× 56 （ 2 連× 28 ）

　〈組成〉
　綿棒 1本あたり
　0.0 2 5 w/v％ベンザルコニウム塩化物液 1.5 mL含浸

　〈組成〉
　綿棒 1本あたり
　0.0 2 5 w/v％ベンザルコニウム塩化物液 4.6 mL含浸

［詳細は添付文書等をご参照ください。］

〈性状〉
脱脂綿部は白色でほぼ楕円球状の固体である。
本品の絞り液は無色～微黄色のわずかに混濁した液である。
滅菌製剤である。

2 2 5 0 0 AMX 0 1 8 3 5
2 0 1 3 年 1 0 月

2 0 1 3年 1 1 月
薬価基準未収載

手術部位（手術野）の粘膜の消毒、皮膚・粘膜の創傷部位の消毒

本剤をそのまま用いる。

本剤は栄養型細菌（グラム陽性菌、グラム陰性菌）、一部の真菌等には有効であるが、結核菌及び大部分のウイルスに対する効果
は期待できない。

綿棒 12

綿棒 16

外形

約 12

寸法（mm）

約 19 約 121

約 16 約 32 約 154

ca b
c

a

b

　1 .重要な基本的注意
　　炎症又は易刺激性の部位（粘膜、陰股部等）に使用する場合には、正常の部位に使用するよりも刺激症状があらわれやすいの
　　で、注意すること。
　2 .副作用
　　本剤は使用成績調査等の副作用発現頻度が明確となる調査を実施していない。
　　過敏症：発疹、瘙痒感等の過敏症状（頻度不明）があらわれることがあるので、このような場合には使用を中止し、適切な処
　　置を行うこと。
　3 .適用上の注意
（1）人体
　　1）投与経路：経口投与しないこと。
　　2）使用時：
　　　ア.皮膚・粘膜の刺激症状があらわれることがあるので、注意すること。
　　　イ.粘膜、創傷面又は炎症部位に長時間又は広範囲に使用しないこと（全身吸収による筋脱力を起こすおそれがある）。
　　　ウ.密封包帯、ギプス包帯、パックに使用すると刺激症状があらわれることがあるので、使用しないことが望ましい。
（2）その他
　　使用時：
　　1）血清、膿汁等の有機性物質は殺菌作用を減弱させるので、これらが付着している場合は、十分に洗い落してから使用するこ
　　　と。
　　2）石けん類は本剤の殺菌作用を減弱させるので、石けん分を洗い落してから使用すること。

　〈生物学的同等性試験〉2）3）
　ザルコニン0.025％綿棒12及びザルコニン0.025％綿棒16と標準製剤の殺菌効果について、in vitroの最小発育阻止濃度（MIC）
　法、最小殺菌濃度（MBC）法及び石炭酸係数法により比較した結果、両剤の生物学的同等性が確認された。

使　用　上　の　注　意

使用上の注意の改訂に
十分留意すること。
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